
 

8 時 20分に教室 5分前準備 2分前着席へ 

 最近、学年全体で時間への意識が薄れてきているようです。特に仮遅刻が 

続く人が多く見られます。 

9月の移動教室では、民宿で声を掛け合い、一人ひとりが時間を意識した

行動をしたことで、スムーズに充実した時間を過ごすことができていました

ね。時間を守ることは『自立』の最初の一歩です。気を引き締め直し、月イ

チ目標が達成できるよう、声を掛け合いましょう。ご家庭でも、『時間』に

ついて話題にしていただければ幸いです。 

 

進路の話 来年のこの時期は…… 『三者面談』 

先週から 3 年生は三者面談を行っていました。この時期の 3 年生の三者面談ではおおよそ、次のことを

話し合います。 

➢ 志望校をどこにするのか 

➢ 現状の成績と志望校との差はどれだけあるのか 

➢ 期末考査や第 2志望校・私立併願校等の今後の確認 

つまり、この時期には志望校が大まかに決まってきます。面接練習も始まっており、いよいよ受験に向け

て本格的に家庭も学校も動き出すことになりますね。もちろん、高校によって受験の仕組みや日程は大きく

変わりますので、情報収集がとても大切です。 

受験に向けてではありませんが、2 年生も 12 月 2 日～12 月 6 日に三者面談を行

います。今週の月曜日に『三者面談のお知らせ』を配布いたしました。18日（月） 

までに提出となっておりますので、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

チャレドリの場所が決まりました！ 

 先週、チャレンジザ・ドリーム（職場体験）の場所が発表されました。発表直前は、非常にソワソワして

おり、場所が発表されると、どんなお店なのかと非常にワクワクしている様子でした。来週から事業所調べ

といった事前学習が始まります『働く』ことについて考えるきっかけにしましょう。 

 

当面の予定 

 二週間分の予定です。先を見通して生活しましょう。      ※HPからも行事予定を確認できます。 

曜 日 行事等 時程 日 行事等 時程 

月 18 期末考査 2日目（保体/技家/理） ～11:35 25 朝礼（仮遅刻に注意！） 50×6 

火 19 期末考査 3日目（音/社/数）、専門委員 ～13:00 26  50×6 

水 20  50×5 27 校内研修（2・3 組一部を除き 4 時間授業） 50×4 

木 21 避難訓練 50×6 28  50×6 

金 22  50×6 29  50×6 
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作文「文化祭を終えて」 

作文「文化祭を終えて」をご紹介いたします。今週号は、1組・2組の生徒です。 

 

「同じ言葉への努力」 1 組 丸小野 郁 

 「最優秀賞は 1組」 

リハーサルで先生がこの言葉を言った瞬間、詰みだと思った。1組は運動会のリハーサルで 2位だったが、当日

は負けてしまった。今までも似たような経験で優勝を逃してきて、私はリハーサルで良い結果を出すと、本番は

勝てなくなるという考えを持つようになった。嬉しい気持ちと詰みだという思考がぶつかり合い、クラスのみん

なほど喜べなかった。 

 でも、あきらめようとは思わなかった。練習は常に一生懸命に取り組み、最優秀賞を取ろうとするクラス 

メイトの姿勢がまぶしかったからだ。自分も、最優秀賞を取るために全力で挑もうと思えた。リハーサルと同じ

言葉を聞くために。 

 まず、自分のパートであるアルトに目を向けてみた。2、3人の声しか聞こえないという課題はあったが、 

1番はやはり Ahと歌い続ける部分がよくわかっていないことだった。わかる人が 1人だけだと何を歌って 

いるかよくわからないことになってしまうため、先生に聞いたり、伴奏者の人に何度もその部分の音を弾いて 

もらったりして、少しずつ理解していった。そのおかげで、合唱が前より良くなり、これはいけると思った。 

 文化祭当日。勝てないと思った。練習のときより声が出ない。途中からテンポが速くなってしまった。練習に

参加していた人全員で歌えたのは良かったが、最優秀賞は絶望的だと思った。 

 結果発表は、賞があるクラスの合唱の伴奏が流れるシステムだった。最優秀賞の発表で『旅立ちの時』の伴奏

が流れることを信じることはできなかったが、あの言葉を聞きたいという思いから祈り続けた。 

 『旅立ちの時』の伴奏が流れた。嬉しさで涙が出てきた。みんなで努力してきた日々が無駄にならなかった 

という事実がとてつもなく嬉しかった。これが私の考えを変えた瞬間だった。あの言葉が聞けて良かった。 

「最優秀賞は 1組」 

 

「文化祭の思い出」 2 組 三宅 大翔 

 今回の文化祭の目標は、最優秀賞を取ることも目指していましたが、僕はミスをせずに声を出し、やりきった

と思える文化祭にしたいと思っていました。 

 歌を覚えるのは得意ではなかったので、家でも練習をして覚えました。運動会が楽しすぎたからかわからない

ですが、合唱練習はぜんぜんやる気が出ず、先生にも注意をされました。本番 2日前にようやくとりあえず 

頑張ろうと思い始めました。 

 文化祭当日。舞台に立つと緊張してしまい、1番したくなかった歌詞のミスをしてしまいました。とりあえず

切り替えて歌を歌い終えたが、これで負けたらみんなに申し訳ないと自分の席で考え込んでいました。けれど、

演劇部の物語を観たり、吹奏楽部の演奏を聴いたりしているうちにとても元気になりました。そして、友達に 

「ミスったわ、ごめん」と言ったら、笑いながら「いいよ」と言ってくれて 

とても励まされました。けれど、結果として最優秀賞や優秀賞を取ることが 

できなかったのはとても悔しかったです。 

 今回の文化祭は、1年生のときより悔しいけれど楽しい文化祭になり、また、

学んだこともたくさんありました。1番の反省は、練習を集中して取り組ま 

なかったということです。自分たちが 3年生になったときの文化祭で「もっと

練習しとけばよかった」と思う前に、2年生の今そのことに気づけて良かった

です。今回の文化祭で学んだことを今後の生活に生かしていきたいです。 

 


